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長野県の地獄谷野招公苑で､ これまで24年間に

わたって､継続的に観察が掛 ナら.tt､母系血縁関

係が詳細にわかっている志fEAl群 (213頭 )杏

対象に､オトナメスの社会交渉を､敵対交渉を中

心として紐黙した｡志賀Al群の7つの母系血縁

鎌田の中で､投も優位かつ光栄しているトモエ家

系から､咋令 ･子どもの数･家系円の唄位が異な

っている子持ちメス8頭をターゲットに選んで個

休追跡したが､その結果､以下のような傾向が見

られた｡

まず､ターゲットは全員､攻撃されるよりする

万が多かった｡これは､全員が点優位家系のメン

バーであるためと想われるが､ターゲット問では､

攻撃摂皮は高JEqi位･高齢の個体ほど高く､被攻撃

顔度は､若い個体で高くなっていた｡

さらに､攻撃する相手は､高噸位のターゲット

では､同じトモエ家系のメスやコドモが多かった

が､低噸位のターゲットは､他家系のメスやコド

モになることが多かった｡

ターゲット以外の個体が闘争しているときのタ

ーゲットの反応を､ターゲットの頓位と､闘争の

当事者との血縁関係で分析すると､トモエ家系の

メンバーどうしの闘争には､近縁者が攻撃されて

いる場合ほど関心を持つが､低頓位個体では､介

入が抑制されていた｡他家系の個体が血縁者を攻

撃しているときは詩境位個体が関心を持つが､血

緑者が他家系の個体を攻撃したり､他家系間で闘

ったりした場合は､低噸位個体が関心を持った｡

Im 位個体は､毛づくろいも他家系の個体とする

ことが多く､ トモエ家系では､低噸位個体が周辺

に押し出されていると考えられる｡

他に､アドリブ観察などから､オトナオスがオ

トナメスと穴なる介入の傾向を持つらしいことや､

オトナメス円でも､その年齢によって､社会交渉

のもち万が適うらしいことも示唆されたが､これ

らについても､さらに調査を進める予定である｡

岡山県北部のニホンザル集団における社会的

交渉にみられる優劣関係の調査
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本年度は､岡山爪Tl庭郡勝山町に生息するニホ

ンザル餌付け自然染田と勝山町に隣接する大佐町

に生息する自然鎌田を観黙した｡餌付け柴田では､

給餌場面で生起する反発的相互作用の観察を行い

優劣噸位の指捺となろ行動を比較検討し､優劣噸

位の確定を試みた｡全偶作の旧位の円確認につい

て､現在､資料を舛胡していろ段階である｡また､

餌付け錠団では給餌場両において全tL!･団成員の空

間的近接を記録し､給餌切両における末成体の個

体関係が優劣噸位とどのように関わっているかを

分析した｡その結架､申･lEW 位の末成体は高頓

位の末成体よりも申mに母親との伴食関係がみら

れなくなること､qI･低唱位の末成体雌の多くが

中心部成体椎と伴食関係を結ぶことが明らかにな

った｡同じ餌付け鎌田で周辺化の過程に■ぁる準成

休蛾の観察を行った約･ETl･､班の離脱には母親の優

劣唄位を背景とした椛の生訂歴と母親の不在が大

きな彫哲を与えていることも明らかになった｡ こ

のように未成体は母矧こ依存した俊劣関係の中で

社会的交渉を持っている｡

自然染田の観察では､調査地城に生息するニホ

ンザル袋田の遊動城と個体数の概略が明らかにな

った｡袋中的に調査を行ったつづら畑の谷には､

谷をはさんで南と北に一群ずつがおり､それぞれ

30頭前後の個体数と想われた｡これらの集団の観

察中に､vocalaggrcssionのilqが袋田によって

違うことが認められた｡今後はこの点にも注目し

て観察を行っていく予定である｡

本年度は､この他に放飼袋田での観察も行った｡

放飼袋田では､成体雌のlosersupportの多くが

血縁個体､なかでも未成体の子に向けられる場合

が多いことやa-maleが瓜も琉繁にlosersup-

prtを示すことなどがわかった｡今後も､8個

体以上の関わる争いについての分析を中心に行っ

ていく｡
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